
　◆事務事業の概要◆

　◆事務事業の目標（成果）指標◆

算式

算式

　◆事務事業を構成する細事業の事業費・成果指標◆

指標

指標

指標

指標

指標

指標

指標

◆事務事業を構成する細事業の評価◆

3

ドジョウ養殖普及事業

Ｂ Ｂ Ａ

【課題】島内で約150羽のトキを飼育しており、主要な餌のドジョウを安定着
てに島内で生産できるように取り組み事業者の拡大を図る。
【対応】要綱について、取り組み事業者が利用しやすいように、ハード整備、
維持事業に使えるようにした。また、市報で周知を行っている。

2

トキと共生する地域づくり推進事
業

Ｂ Ｂ Ａ

【課題】トキファンクラブの管理運営事業で環境省の野生復帰とーどマップの
指標事業ともなっており、会員数を増やすことが課題。
【対応】定期的なオフ会、ツアー等のイベントを開催。会員のメルマガ配信、
プレゼント、佐渡汽船でのチラシ配布等を実施。

1

学術研究等奨励補助事業

Ｂ Ｂ Ａ

H26年度事業見直しにより終了

Check Ａ ： 適正である　Ｂ  ：検討の余地あり　Ｃ ： 見直しすべき

枝
番

　細事業名 妥当性 有効性 効率性 課題と対策

10,114

一般財源 4,676 1,583 748

地方債 0 0 0

その他 9,628 10,708

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0

事業費の合計（千円） 14,304 12,291 10,862

0 0

維持
◎ページ閲覧者数 人 39500 40000 103479 104000 事業 拡充

6
トキホームページ情報発信業務 1,008 1,020 1,020 予算

維持

参加者数 人 500 700 1149 1000 事業 拡充
5

トキ野生復帰推進事業 6,040 5,958 6,752 予算

維持
○トキガイド人数（認定数累計） 人 85 90 116 130 事業 拡充

4
トキガイド養成事業 66 76 90 予算

維持

補助件数 件 1 2 1 2 事業 維持
3

ドジョウ養殖普及事業 250 250 500 予算

○ファンクラブ会員数 人 6300 7000 6400 8000 事業 拡充

- 事業 終了

2
トキと共生する地域づくり推進事業 5,000 2,500 2,500 予算 維持

予算 不要

目標（成果）指標名 単位

補助件数 件 8 8 11

重点
細事
業事業の方向性

1
学術研究等奨励補助事業 1,940 2,487 0

枝
番

細事業名
H25

決算額
H26

決算額
H27当初
予算額

H28以降の
予算の方向性

H25実績値 目標値 実績値 H27目標値

113130 114850 117850（ファンクラブ会員数＋トキガイド数＋トキ野生
復帰推進事業参加者数＋トキホームページ閲
覧者数）

実績値

トキ野生復帰普及啓発推進数

人数 46385 47790 111144

目標（成果）指標名
単位

25年度
実績値

26年度（評価年度） 27年度
目標値

28年度
目標値

31年度
目標値指標の算式 目標値

対象 市民・集落・NPO等

意図
（対象をど
のようにし
たいか）

トキ保護の普及啓発を通して、「人とトキが共生できる社会」を目指す。

Do

H27施政方針 １．人口減少対策　（3）特色ある地域づくり　② 地域資源を活用した活性化 H27：重点●政策○ -

事業
概要

トキの野生復帰、トキ保護普及啓発を目的とし「人とトキが共生できる社会」を目指す。本事業は環境省のトキ野生復帰
ロードマップの指標ともなっている。
トキガイド養成講座、ドジョウ養殖普及補助事業、トキ野生復帰普及啓発、共生ルール、ビオトープボランティア等
「人・トキが共に生きている社会の実現」のために、トキの野生復帰に関し市民・観光客の理解を推進することができる。
H26トキ野生復帰推進事業（日中トキ交流、学術研究発表会、首都圏トキファンオフ会、修学旅行生ビオトープ体験CSR
等）

将来ビジョン ２．観光等交流人口の拡大　(2)交流人口の拡大 H25：重点●政策○ -
H26施政方針 １．人口減少対策　　（5）観光等交流人口の拡大　 H26：重点●政策○ -

種類 ソフト事業（任意）
根拠
法令

無し
例規
等

佐渡市生物多様性学術研究等奨励補助金交付要綱
佐渡市ドジョウ養殖助成事業補助金交付要綱

1517

事務事業名 トキ保護推進事業 開始年度 平成18 終了年度 未定

平成27年度「市役所の仕事」花まる通信簿（平成26年度実績） 担当課 15農林水産課

Ｐｌａｎ 会計区分 一般会計 事業通番 7210 事務事業コード



評価（担当課長） 事業の方向性 維持 予算の方向性 維持

事業の方向性
（事業全体の課題や改善方策

など）

環境省の野生復帰ロードマップの指標となっている事業であり（トキファンクラブ会員、トキガイド会
員、目撃情報等）、環境省は次期目標として2020年までに300羽のトキを定着させる計画であり、引
き続き、事業効果の検証をおこない、効果的な事業をおこなう。

Action ◆今後の事務事業の方向性◆

6

トキホームページ情報発信業務

Ｂ Ａ Ａ

【課題】トキの森公園の公式ホームページの管理運営事業で、小まめな情
報発信を行う。また、外国人客の誘客につながるような発信を行う。
【対応】イベント情報、ブログ更新等を定期的に実施。また、HPを多言語で
発信する。

5

トキ野生復帰推進事業

Ｂ Ｂ Ａ

【課題】環境省は次期目標として2020年までに佐渡で300羽のトキを定着さ
せる計画を有しており、環境省のロードマップの指標ともなる本事業によりト
キ目撃情報の拡大、共生ルール等の普及啓発を推進する必要がある。
【対応】共生ルールの全戸配布、市民の理解を深めるためのシンポジウム
開催等

4

トキガイド養成事業

Ｂ Ａ Ａ

【課題】修学旅行の環境学習、観光客にトキや佐渡についてご案内できるガ
イドを養成する本事業の課題として、ガイドの室の向上と、回数増加が課
題。
【対応】養成講座の内容の他


